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Turks　Headによる角線の引抜きの研究
　　一第2報　引抜き条件を変えた場合の実験的研究一
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　　　　　　　　1．　ま　え　が　き

　Turks　Headではロールの相互位置関係を変えること

によoて，異なる形状に樗料を成形でき，摩擦係数の高

い条件で引抜きを行なう場合でも，ロールが回転するの

で此較的引抜き応力が低く，一般のグイスで引抜きの不

可能な条件下でもTurks　Headによれば成形可能な場

合もある．しかし実用の際には，モの機械構造から生ず

る問題として，ばりの発生や，ベアリングの涛命による

制約等があり十分活用されていないのが実状である、そ

こでTurks　Headの利点を十分に発揮できる引抜き装

置の開発に必要なデータをうることを目的として，班製

のTurkS　Headを使用して行なった実験結果と，第1

報の理論を適用して検討した結果とを報告する．

　　　　　　　　2．案験装置

　　　　　　　，　　　　　　　　使用したTurks

　　　　　　　　　　　　　　　Hcadは図1のよう

　　　　　　　　　　　　　　　に材料を矩形に成形

　　　　　　　　　　　　　　　するもので，ロール

　　　　　　　　　　　　　　　径80mm，バレル長8

　　　　　　　　　　　　　　　mmの一離のロール

　　　　　　　　　　　　　　　と，ロール径90mm，

　　　　　　　　　　　　　　　バレル長4mmの一

　　　　　　　　　　　　　　　対のロールから構成
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されている．これらのロールの位置は前後左右に調節が

可能で，それに応じた矩形断面を描成する．Turks　Head

を50tonアムスラー試験機に掘付け，引抜き応力はチ

ャックに装置したストレンゲージによって検出した．

　　　　　　　　3．実験方法
　断面形状が引抜き応力に与える影響を求めるために，

表1の入口断面形状を持つ材料を，断面減少率が約5％・

10％・20％・30％となり，また入口で材料が2組のロー

ルに同時にかみ込まれるようにロール間隙を設定し，引

抜き応力を測定した．潤滑剤として，ダフニー書30を

使用し，引抜き速度は28cm／rninである．

　　　　　4．　実験結果と理論計算との比較

　図2，図3は材料の断面形状が引抜き応力に及ぼす影

響を図示したもので，これらの図から矩形断面の長辺と

短辺の比を1から4に変えた程度では，断面減少率と引

按き応力の関係にあまり影響しないことがわかる．この
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　　　　　　　　　　斯面減少年％
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　　図2　引抜き樗料の形状が引抜き応力と断面識
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図3　引抜き材料の形状が引抜き応力と断面減
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図4　固定ロールによる突験結果．材質：鍋
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図5　固定ロールによる実験結果．材質：アルミ
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　　　　　　　　　　　　　　　　点は第1報の理論

　　　　　　　　　　　　　　　　計算結果とよく・一

　　　　　　　　　　　　　　　　致している．P一

　　　　　　　　　　　　　　　　ルを固定すると摩

　　　　　　　　　　　　　　　　擦係数の影響が大

　　　　　　　　　　　　　　　　錘識需：嘉

　　　　　　　　　　　　　　　　かるので，摩擦係

　　　　　　　　　　　　　　　　数を推定するため

　lo　　　　　即　　　　　30．にロールを固定し
　　　寓さ澱少早％
　　　　　　　　　　　　　　　　て引抜きを行なっ

入噸形状ニニ：1灘，：rl2；侭1：蹴。，：：撮5た纈とカ・即，図

　　　　嗣・ox⑳書一1ローJレによ靭1‘女徽榔漸面減少判5である．これら

図7　2ロールによる引抜きとの此較・材質：銅の結果と理論曲線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　との対比により摩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　擦係数は飼の場合
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2ロールによる引抜者との比較．材質：飼
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　△一掘圧下牢でヨ1抜いた埼合

図8　4個のロールのうち一対のロールの
　み圧下串を増していった場合．材質：銅

O．08前後，アル

ミの場台O．12程

度と推定される．

またばりに関して

は，回転ロールの

場合に比較してか

なり少なかった

が，これはi理誰解

析でロール面圧力

が低くなってい6

ことから説明でき

る．

　嵐上の実験はすべて4佃のロールによって行なった

が，直径80mmの2個のロー一ルで，異なる断面の秘料

を引抜いた結果を示したのが図6である．図6は幅広が

りの影響を含むので，高さ議少率に書きぬすと図7のよ

うになる．図8は4個のロールのうち1個のロールのみ

圧下率を増して引抜いた場合で4個のロールで一様に引

抜いた場合に比し引抜き応力はかなり高くなっている、

　　　　　　　　5．む　　す　　び

　1）Turks　H盟dで矩形断面材を引抜く場合，その断

面形状を変えても，断面減少蔀と引抜き応力の関係にあ

まり影響しない．

　2）引抜き応力を低くするには，材料を一様に四方か

ら圧縮するような引抜き方法がよい．

　3）ばりの発生を少なくするには，後方張力をかけて

ロール面圧力を低くすることが有勧である．

　以上のことを明らかにしたが，Turks　Headの特柱を

明らかにするために今後さらに突験を続げる予定であ
る書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（196B年3月23日受理）
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